


































































































































































































































































































































































































































































































































































④ 心の安定 ･ 癒し
ほっとする居場所，家庭的な安心感が得られる．心が不
安定な子や心に傷を持っている子が心の安定を図り，また
癒されている等が，35件あった．
⑤ 障がい児保育，その他の利点
障がい児保育，発達，危険回避，その他様々な利点につ
いて，32件あげられていた．
逆に取り組んでいない（導入していない）理由として次
のような意見が報告されている（24園 /117園），
① 年令別保育を重視するものが12件
② 異年齢間の関わりは，現状（自由遊び時間等）で十分
とするものが７件
③ その他，異年齢保育の実施が条件的に困難であった
り，その意義等への認識不足等をあげたものが５件
④ 年齢別クラス間の人数のバランス調整のため，一時異
年齢保育クラスにしたが，バランスがとれた時点で年
令別保育に戻したものが１件
ここから読み取れることは，取り組んでいない理由は年
齢別保育が保育の基本であり，特に異年齢間の関わりにつ
いて配慮する必要性を感じていないとするのが大半であ
る，という結論を得ている．
石川・川又・山野・渋谷・小島・松本・勝間（2014）は
三重県全域の保育所における異年齢保育の現状について調
査を行っている．ここでは異年齢保育を３～５歳児が異な
る年齢クラスの子ども（乳児クラスを除く）と同じ空間・
時間を共有する保育と限定している．施設長の回答では異
年齢児保育の実施状況は，「普段から行っている」44.0％，
「特定の時期や行事と連動して，一時的に行っている」
（42.7％），「行っていない・その他」13.3％であった．主任
保育士では「普段から行っている」が57.1％，「特定の時
期や行事と連動して，一時的に行っている」は36.4％と
なって，園長と主任保育士との数値に違いがみられるが
（回答した園が異なる，あるいは園長と保育士の認識が異
なることが原因かもしれない），異年齢保育が必要である
と回答した割合は，30.8％，ある程度必要だと思うは
50.9％で８割の主任保育士が必要性を感じている．否定的
な意見として，発達をおさえた保育の必要性を指摘するも
のや，すべてを異年齢で行うのではなく，同年齢での関わ
りも必要との意見がみられた．
異年齢児保育の導入の経緯については，「成長の促しを
期待して」112件（40.7％）が最も多く，次いで，「過疎化・
園児数減少により」52件（18.9％），「縦のつながりを強く
する」44件（16.0％）であった．
広瀬・太田（2010）は，千葉市の調査を紹介し，千葉市
が30年以上にわたり異年齢保育を実施していることから，
その意義につい肯定的に捉えていることを報告している．
豊岡市が行った2007年の豊岡市における幼稚園・保育所
あり方に関するアンケート調査結果では異年齢保育（たて
わり保育）を日常的に行うことについて，保護者や保育者
は望ましいと考えているという結果を得ている．
しかし，実は異年齢保育に対する根強い反対或いは不信
感（不安感？）は保護者からも上がっている．立川市保育
園利用者（保護者）アンケートの調査結果では，異年齢保
育に関するアンケートの結果，15の回答のうち10件で不満
や要望が寄せられており，年齢別保育の要望に関するもの
である．
船橋市の保育園父母会の父母会連絡会ニュース（2001年
９月22日，2002年３月23日）では，たてわり保育の導入に
ついて，導入したい市側との激しい意見の対立があった．
鍋田（2013）は，異年齢クラス編成に移行し，異年齢保
育をスタートした時に遭遇した予想以上の保護者の反対を
報告している．根強いといってよいほどの反対や不信感に
悪戦苦闘の日々が綴られている．
管田（2008）はアメリカと日本の先行研究を概観し，異
年齢保育の留意点を次のように述べている．まず，年上の
子どもの負担とならないように保育者が配慮することであ
る．次に保育者は異年齢保育を実践するうえで，子どもの
発達に関する深い知識と，指導計画のレパートリーをもつ
ことが求められる．そのためには，保育者が異年齢による
実践を観察する機会をもち，実践経験を積むことで学んで
いく環境が必要である．このような保育者の学びを支援す
る園全体の取り組みがなければ，異年齢保育を実践してい
くことは難しいと述べている．この菅田（2008）の指摘は，
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多くのテキスト（教科書として授業で使用される保育方
法・指導法・教育課程・保育内容「人間関係」の図書）に
異年齢保育に関する記載があまりなく，保育者の養成校に
おいて異年齢保育にかかわる授業が行われていない現実
は，かなり問題だということになる．
坪井（2014）の保育実習における調査では，異年齢クラ
ス編成を取り入れている園では異年齢保育に対する評価は
肯定的意見が50％を超えるものの，どちらともいえないと
いう意見が37％もあり，積極的な取り組みだけではなさそ
うである．問題は実習中に異年齢クラスの保育を担当する
実習生に対して，異年齢クラス編成に関する説明が十分で
ない割合が50％を超えているという調査結果を報告してい
る．またいわゆる条件的異年齢保育のケースでは，現場に
おける異年齢保育があまり理解されないまま実施されてい
るのではないかと推測している．
7．異年齢保育で問われているもの
一般に異年齢保育は年齢別保育と対峙する保育形態とし
てとらえられている．異年齢保育と年齢別保育はそれぞれ
を補い合うもう一つの保育形態という考え方である．
しかし異年齢保育とは一つの保育形態という選択の問題
ではないという指摘がある．つまり保育形態論あるいはク
ラスを分ける方法論という枠組みを超えた保育の本質的な
問題が含まれているというものである（宮里，2013）．そ
こには「学ぶ」ということについての問いがある．彼は，
「見よう見まね」の再評価を訴えるとともに，「暮らす」た
めの家庭（おうち）という，保育を学級モデルではなく家
庭モデルで考えるというものである．学校のような時間割
で日課を区切るのではなく，時間に幅を持たせた時間帯が
あり，何かをする・しないという気持ちを含めた幅を認め
ることが暮らしの原点であると述べている．そのキーワー
ドは「のんびりさ」「自由さ」「淡々とした日々」を上げる
ことができる．（松川，2014；栗原・小山・福地，2009）
異年齢保育は常に年齢別保育のもつ「教育」方法からの
批判を受け続けてきたように思える．それは幼稚園や小学
校の形をとる，先生と子どもとの教え教わる関係によって
のみ教育が成り立つという根強い信仰のようなものが存在
している．
つまり異年齢保育における各発達段階における発達保障
という問題をどのように説明すればよいか，という問いか
けである．逆に言えば，年齢別保育をすれば，各年齢の発
達課題を達成できるという保証はどこにあるのか，あるい
は発達保障という極めてあいまいな問題提起をどう乗り越
えるのかである．残念ながら，異年齢保育の多くの実践例
は「人間関係」の問題を取り扱っている．育ちあいの中で
学ぶことはいわゆる社会性を身に付けるだけではないはず
である．保育所保育指針を指標として，育ちを５領域に
よって確かめる作業は必要である．保育所保育指針を絶対
視するわけではないが，年齢別保育を含んだ，保育の基本
的な在り方として，異年齢保育という形態を超えて子ども
が育つ場としての保育所保育を見直すことが必要ではない
かと思う．
これは結局「教育」のとらえ方であり，子どもが「学ぶ」
とは何かという問いであろう．（宮里，2015Ｃ）．それはや
はり小学校教育とは一線を画したものとしてとらえるべき
であって（佐貫，2015；西川，2013），六本木（2015）は
倉橋惣三を引用しながら，教育＝学校教育では，年齢を超
えた子どもの交わりは教育から外れ，社会としてあるべき
姿と捉えられない「教育」が行われることの危惧を感じて
いる．また異年齢保育とは直接はつながらないが，大宮
（2017）は幼児期の「学びの芽生え」と小学校以降の「自
覚的学び」を対比させ，主体的学び否定につながるという，
大きな問題を投げかけている．
おわりに
異年齢のかかわりがますます重要であるというという認
識は，おそらく幼児教育に携わる人には共有されているで
あろう．にもかかわらず，保育所保育指針や幼稚園教育要
領にはその記載は減少，削除の傾向にあるように感じられ
る．「教育」は同年齢のクラス編成によって行われるもの
という考え方は，幼児期における「生活や遊びを通しての
総合的な保育」に合致したものなのか，「遊びによる指導」
は同年齢保育を前提としたものなのか，もう少し丁寧な議
論が必要ではないかと思う．特に幼保連携型認定こども園
における「教育時間と保育時間」の分け方は，これまでの
「保育」を否定するものである．
異年齢保育に関していえば幼保連携型認定こども園教
育・保育要領では「特に配慮すべき事項」として，異年齢
の交流が記載されていることは重要なポイントであるが，
「思いやりやいたわり，あこがれや挑戦」といった異年齢
交流ならではの心情や態度が養われるという従来の考え方
の範囲にとどまっている．
このような社会性や人間関係の発達，あるいは形成に限
定されることなく，異年齢保育を５領域の「ねらい」と「内
容」に広く関係づける作業がこれからは必要であり，一つ
の保育形態としてではなく，乳幼児が発達する基本的な生
活環境として，異年齢保育をとらえなおしてみることが今
後の研究に課されている課題であろう．
注
１　2018年度に改定される保育所保育指針では，この「内容」は
削除されている．
保育内容「人間関係」における異年齢保育の取扱いと今後の課題　　坪井　敏純 51
２　すべての書籍を当たったわけではないので，漏れのある可能
性はあるが，極めて少ないように思われる．
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